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における避難所運営の補助活動に必要な教育訓練
を実施するほか、自主防災組織と連携した取り組
みを進めてまいります。

　産業振興については、市内事業者への支援及び
複雑化する経営課題の解決を目的として、専門的
人材を配置した経営相談窓口の充実を図るととも
に、事業者の状況に応じたデジタル活用支援に取
り組んでまいります。また、新商品の開発や販路
開拓、多様な働き方やDX推進に向けた取り組み
を支援するビジネスパワーアップ補助金を引き続
き交付し、市内事業者の経営革新を支援してまい
ります。さらに、新たな事業を開始するための初
期費用の一部を助成する創業者支援補助金を拡充
し、創業者支援の充実を図ってまいります。
　商業振興については、商店街団体等が新たに実
施する地域商業活性化の取り組みを支援するとと
もに、街路灯や防犯カメラの維持管理など、安
全・安心なコミュニティとしての商業エリアの形
成を図ってまいります。
　工業振興については、企業間連携や雇用確保を
促進するため、地域で活躍する企業のプロモー
ションを実施してまいります。また、地域経済の
活性化を図るため、県企業局と連携し、荻島地区
産業団地整備の事業化に向けた取り組みを進めて
まいります。
　観光の推進については、越谷市観光協会と連携
し、各種観光事業を支援するとともに、令和4年8
月に締結した｢(仮称)大相模調節池河畔水辺活用
に関する基本協定｣に基づき、民間事業者との連
携による大相模調節池の水辺を活用したにぎわい
の創出に取り組むほか、今後の観光振興の指針と
なる越谷市観光振興計画を策定してまいります。
　シティプロモーションについては、市の知名度
向上や郷土愛の醸成を図るため、市の地域資源を
活用し、持続可能なまちの推進を目的としたアク
ションプランを策定してまいります。また、本市
の魅力や特色、住みやすさについて情報発信力を
強化し、PR効果を高めるため、プレスリリース
配信サービスを利用し、分かりやすく情報を発信
してまいります。さらに、引き続き｢こしがやの
未来を創る魅力宣伝大使｣と連携した取り組みを
進めてまいります。
　農業振興については、いちごに続く高収益作物
として｢越谷スカイメロン｣の栽培技術を確立し、
産地化を推進してまいります。また、越谷産農産
物の魅力を効果的に発信し、認知度の向上と消費
拡大に努めてまいります。
　農業従事・後継者の育成支援については、高品
質な農産物の栽培技術を継承し、本市の農業を支
える担い手を確保するため、生産規模の拡大を図
るなど意欲的に農業経営を進める農業者を支援し
てまいります。
　農地については、優良な農地を維持・保全する
ため、農業振興地域制度の適切な運用に努めると
ともに、農地中間管理事業を推進し、効率的で生
産性の高い農業生産基盤の創出に取り組んでまい
ります。
　雇用対策については、多様な働き方に合った就
業支援として、若年者・女性・高齢者などの就業
希望者を対象に就職相談や就職支援セミナーを実
施してまいります。

　教育施策については、総合教育会議などを通じ
て教育委員会と調整を図りながら、第3期越谷市
教育振興基本計画に基づき、総合的かつ計画的に
推進してまいります。
　少人数学級については、小学校全学年における
少人数学級の早期実現に向け、新たに小学校5年
生において35人以下学級を実現してまいります。
　小中一貫型小中学校の整備については、令和9
年度の(仮称)蒲生学園及び(仮称)川柳学園の開校
に向けて、旧蒲生小学校敷地内への小中学校が一
体となった校舎、さらには南中学校敷地内への川
柳小学校高学年校舎の建設準備を進めてまいりま
す。
　学校給食については、保護者及び教職員の負担
軽減を図るため、学校給食費徴収管理システムの
導入に向けた準備を進めてまいります。
　特別支援教育については、特別支援学級の早期
の全校設置に向けた取り組みや通級指導教室の適
切な配置を推進するとともに、特別支援教育支援
員の効果的な配置及び医療的ケアが必要な児童生
徒に係る看護職員の配置に努めてまいります。
　学校環境の整備については、熱中症対策として
避難所ともなる屋内運動場等へ空調設備を計画的
に設置するほか、コロナ禍における学びを継続し
て保障できるよう、学習者端末をはじめとする
ICT機器やオンライン授業の拡充に向けて、ネッ
トワーク環境の高速化等の整備を進めてまいりま
す。
　生涯学習、スポーツ・レクリエーション活動に
ついては、市民の皆様との協働や関係機関との連
携により、各種講座、大会等を開催してまいりま
す。
　文化財の保存と活用については、令和5年度か
ら運用開始となるデジタルアーカイブの活用事例
を紹介する講演会等を実施し、利活用の促進に取
り組んでまいります。
　体育施設の充実については、しらこばと運動公
園競技場の日本陸上競技連盟第3種公認の更新に
向けた改修工事を実施するとともに、新たな地域
スポーツの拠点となる(仮称)越谷市立地域スポー
ツセンターの整備に引き続き取り組んでまいりま
す。

　以上、大綱分野に沿って申し述べましたが、本
市においても人口の緩やかな減少が見られる中
で、少子高齢化等に伴う社会保障関連経費の増加
や老朽化する道路・橋梁の修繕・補修、公共施設
等の維持・更新に加え、引き続いての感染症への
対応など、多くの行政課題に取り組まなければな
りません。また、昨今の不安定な世界情勢の影響
による物価高などもあり、行政を取り巻く環境は
一層厳しさを増しております。
　現在、私たちの生きている時代は大きな変革期
を迎えています。このような時代にあって私は、
時代の変化にスピーディーかつフレキシブルに対
応することが必要であると考えています。そし
て、今後、越谷市をさらに発展させ、次世代へ引
き継いでいくことこそ、私の果たすべき責務であ
ると考えています。
　このような状況の中、全庁的なDXの推進、事
業手法等の点検・見直しなどにより、効率的かつ
効果的な行財政運営を進め、本市の将来像である
｢水と緑と太陽に恵まれた　みんなが活躍する安
全・安心・共生都市｣の実現に向け、第5次越谷市
総合振興計画前期基本計画の的確な進行管理を行

うとともに、所信表明に掲げた施策を着実に推進
してまいります。
　また、安定的で質の高い行政サービスを市民の
皆様に提供することにより、越谷市に住んでいる
方には、｢住んでいてよかったまち越谷｣｢住み続
けたいまち越谷｣、そしてこれから住まいを決め
る方には、｢住みたいまち越谷｣と感じていただけ
るよう、市政運営に全身全霊を尽くして取り組む
所存でございます。
　議員の皆様、市民の皆様には、限りないご助言
とご指導、そしてご協力を重ねてお願い申し上
げ、私の施政方針とさせていただきます。
　
　
　
　令和4年度は、コロナ禍以降に中止となってい
たお祭りやイベントが開催されるなど、国内でも
徐々にアフターコロナを見据えた社会経済活動の
再開が広がりつつあります。本市におきまして
も、学校における教育活動や文化事業、スポーツ
事業において、新型コロナウイルスへの感染拡大
対策を踏まえ、各種事業を実施いたしました。
　一方で、国際情勢の不安定化や、資源・燃料価
格の高騰、ならびに急激な円安などの複合的要因
に伴う物価の上昇は、私たちの生活にも大きな影
響を与えており、将来の予測が非常に困難な時代
を迎えております。
　このような社会状況の急激な変化の中、教育を
取り巻く環境は、急速な技術革新やグローバル
化、少子高齢化の進展により複雑化、多様化して
おり、今後も様々な教育分野での取り組みが必要
となっております。
　教育委員会では、越谷市の教育大綱である第3
期越谷市教育振興基本計画において、｢生涯学習
社会の実現をめざして｣を基本理念として、だれ
もが夢や希望、目標をもって自己実現を果たすこ
とができるよう、｢生きる力｣の基盤を育むととも
に、生涯にわたり学んだ成果を地域社会に還元で
きるような｢循環型生涯学習社会｣の実現をめざし
ております。学校教育、生涯学習および生涯ス
ポーツの3つの分野でそれぞれ基本目標を掲げ、
地域の皆さまや関係機関と連携しながら、教育施
策の一層の充実を進めてまいります。
　それでは、以下、第3期越谷市教育振興基本計
画の基本目標に沿って主要な施策を申し上げま
す。

　本市の未来を担っていく子どもたちが、自分の
よさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者
を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協
働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな
人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となる
ことができるよう、知・徳・体のバランスのとれ
た質の高い学校教育を実現することが求められて
おります。
　このような学校教育を推進するため、6つの施
策の方向である｢9年間を見通した越谷教育を推進
する｣｢確かな学力を育む｣｢豊かな心を育む｣｢健や
かな体を育む｣｢自立する力を育む｣｢質の高い教育
環境を整備する｣を掲げ、以下のとおり重点的な
取り組みを進めてまいります。
　第1期小中一貫教育の5年間の成果と課題を踏ま
え、｢学力の向上・自己肯定感の高揚・学校生活
充実感の高揚｣を目的として、第2期小中一貫教育
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基本目標1　｢生きる力を育む学校
教育を推進する｣

大綱6　｢教育、生涯学習・文化、　　
　スポーツ・レクリエーション｣

大綱5　｢産業・雇用、観光｣


